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1. 平成26年3月期の連結業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 25,275 4.0 67 ― 287 ― 566 290.6
25年3月期 24,296 △4.4 △275 ― △39 ― 144 48.6

（注）包括利益 26年3月期 796百万円 （107.5％） 25年3月期 383百万円 （171.0％）

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり
当期純利益

自己資本当期純利益
率

総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年3月期 5.74 ― 3.2 1.0 0.3
25年3月期 1.45 ― 0.8 △0.1 △1.1

（参考） 持分法投資損益 26年3月期 ―百万円 25年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 28,411 17,963 62.6 180.39
25年3月期 27,211 17,577 64.1 176.66

（参考） 自己資本 26年3月期 17,798百万円 25年3月期 17,432百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

26年3月期 1,395 △1,397 △128 5,387
25年3月期 1,791 △3,530 △165 5,483

2. 配当の状況 

※期末の配当予想額は未定です。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00 100 69.0 0.6
26年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00 100 17.4 0.6
27年3月期(予想) ― 0.00 ― ― ― ―

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 12,000 2.2 △600 ― △500 ― △500 ― △5.07
通期 26,000 2.9 0 △100.0 200 △30.5 100 △82.3 1.01



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、【添付資料】P.15「会計方針の変更」を御覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 有
③ 会計上の見積りの変更  ： 有
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期 100,803,447 株 25年3月期 100,803,447 株
② 期末自己株式数 26年3月期 2,136,920 株 25年3月期 2,123,965 株
③ 期中平均株式数 26年3月期 98,673,986 株 25年3月期 100,008,477 株

（参考）個別業績の概要 

平成26年3月期の個別業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 14,369 △1.9 △644 ― △305 ― △133 ―
25年3月期 14,644 △7.6 △745 ― △350 ― 126 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

26年3月期 △1.36 ―
25年3月期 1.27 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 24,494 15,540 63.4 157.50
25年3月期 24,365 15,676 64.3 158.87

（参考） 自己資本 26年3月期 15,540百万円 25年3月期 15,676百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、連結財務諸表に対する監査手続は終了していませ
ん。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、【添付資料】P.2「経営成績に関する分析」を御覧くださ
い。 
 期末の配当予想額については、今後の業績や財政状態等を更に見極める必要があり、現時点では未定です。今後配当の予想額の開示が可能となった時点
で速やかに開示いたします。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析 

(1) 経営成績に関する分析 

①  当期の経営成績 

当連結会計年度における我が国経済は、政府による経済・金融政策等の効果により円安・株高が進行し、企業

収益環境の改善や個人消費の持ち直しが徐々にみられる等、緩やかな回復基調となりました。一方、欧州債務問

題や新興国の経済不安等に加え、消費増税後の景気減速懸念等で先行きは不透明な状況となっています。 

このような企業環境の中、当社グループでは、中期経営計画「ＷＩＮＧ２０１５～飛躍への挑戦～」の基本方

針に基づき、新規事業の早期立ち上げに注力するとともに、海外展開の強化やストックビジネスの基盤作りな

ど、将来への布石となる施策を強力に推進し、一定の成果を上げることができました。 

当連結会計年度の売上高は25,275百万円で前連結会計年度比4.0％の増収となりました。利益面につきまして

も、売上高の増加に加え、利益率の改善により、営業利益67百万円(前連結会計年度275百万円の損失)、経常利益

287百万円(前連結会計年度39百万円の損失)といずれも前連結会計年度比で大幅な改善となり黒字転換することが

できました。さらに、当社の連結子会社における補助金収入655百万円を特別利益に計上したことにより、当期純

利益566百万円(前連結会計年度144百万円の利益)と前連結会計年度比で大幅な増益となりました。 

セグメントごとの状況を示すと、次のとおりです。 

(情報通信事業) 

情報通信事業においては、売上高は主力の中小事業所向けビジネスホンは、前連結会計年度並みとなりました

が、プラント向け通信設備、コールセンタ構築支援及びネットワーク関連等の大型案件が大きく寄与し、事業全

体の売上高は18,304百万円で前連結会計年度比8.3％の増収となりました。セグメント損益は1,200百万円の利益

(前連結会計年度875百万円の利益)と増益になりました。 

なお、当連結会計年度より、「ＩＴＮＳ事業」を「情報通信事業」に含めています。 

(計測事業) 

計測事業においては、売上高は注力するパワーエレクトロニクス関連製品は海外向けで増加しましたが、国内

におけるオシロスコープ等の基本測定器の分野が減少したため、事業全体の売上高は1,971百万円で前連結会計年

度比6.9％の減収となりました。セグメント損益は原価率の改善により、37百万円の利益(前連結会計年度４百万

円の損失)と改善しました。 

(印刷システム事業) 

印刷システム事業においては、売上高は海外向けでは前連結会計年度並みを確保しましたが、国内向けは消耗

品の売上が大幅に減少したことにより、事業全体の売上高は3,962百万円で前連結会計年度比3.7％の減収となり

ました。セグメント損益も売上高の減少により、423百万円の利益(前連結会計年度470百万円の利益)となりまし

た。 

なお、事業領域の拡大に伴い、当連結会計年度より、従来の「製版事業」から「印刷システム事業」にセグメ

ント名称を変更しています。 

(その他) 

その他は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンポーネント事業等を含んでいます。その売

上高は1,036百万円で前連結会計年度比11.2％の減収となりました。セグメント損益は、コンポーネント事業の売

上高は減少しましたが、新規分野への開発投資負担が減少したため、248百万円の損失(前連結会計年度287百万円

の損失)と若干改善しました。 

②  今後の見通し 

中期経営計画初年度であった当連結会計年度の業績は、ほぼ計画水準を達成しており、施策面においてもエネ

ルギー、セキュリティー、ライフサポート分野に注力する新規事業が本格的な立ち上がりを迎え、また、パワー

エレクトロニクス計測、デジタルラベル印刷機においても今後の海外展開に向けたパートナー作りが進んでいま

す。中計２年目となる平成27年３月期は、開発費の増加による損益面での負担は見込まれるものの、新規事業の

体制強化のために本年４月１日付でスマートコミュニティ事業部を設置するなど、中計初年度の取り組みを基盤

として、更に積極的に中計施策を推進してまいります。 

次期の連結業績につきましては、売上高26,000百万円、営業利益０百万円、経常利益200百万円、当期純利益

100百万円を見込んでいます。 
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(2) 財政状態に関する分析 

①  資産の状況 

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末と比較して1,199百万円増加し28,411百万円となりまし

た。 

(流動資産) 

流動資産は、主に有価証券が1,798百万円減少したため、前連結会計年度末と比較して1,561百万円減少し

16,746百万円となりました。 

(固定資産) 

固定資産は、無形固定資産が54百万円減少しましたが、有形固定資産が1,347百万円、投資その他の資産が

1,467百万円それぞれ増加したため、前連結会計年度末と比較して2,761百万円増加し11,664百万円となりまし

た。 

②  負債の状況 

当連結会計年度末における負債は、前連結会計年度末と比較して813百万円増加し10,447百万円となりました。

(流動負債) 

流動負債は、主に未払金が53百万円減少しましたが、支払手形及び買掛金が79百万円、製品保証引当金が76百

万円それぞれ増加したため、前連結会計年度末と比較して91百万円増加し4,672百万円となりました。 

(固定負債) 

固定負債は、退職給付引当金が3,307百万円減少しましたが、退職給付に係る負債が3,883百万円、繰延税金負

債が240百万円それぞれ増加したため、前連結会計年度末と比較して721百万円増加し5,774百万円となりました。

③  純資産の状況 

当連結会計年度末の純資産は、主に当期純利益の計上により利益剰余金が467百万円増加したため、前連結会計

年度末と比較し385百万円増加し17,963百万円となりました。 
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④  キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ95百万円減少し、5,387百万円とな

りました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動によるキャッシュ・フローは1,395百万円の収入となりました。主な内訳は、税金等調整前当期純利益

929百万円、減価償却費900百万円、退職給付に係る負債の増加266百万円に対し、売上債権の増加582百万円、法

人税等の支払額103百万円です。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動によるキャッシュ・フローは1,397百万円の支出となりました。主な内訳は、有価証券の償還による収

入2,700百万円、定期預金の払戻による収入1,220百万円に対し、有価証券の取得による支出899百万円、有形固定

資産の取得による支出1,751百万円、無形固定資産の取得による支出400百万円、投資有価証券の取得による支出

301百万円、定期預金の預入による支出2,036百万円です。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動によるキャッシュ・フローは128百万円の支出となりました。主な内訳は、配当金の支払額97百万円で

す。 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

(注１)  いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

(注２)  株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

(注３)  キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを利用しています。 

(注４)  有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象とし

ています。 

  

 

  
平成22年 
３月期 

平成23年 
３月期 

平成24年 
３月期 

平成25年 
３月期 

平成26年 
３月期 

自己資本比率(％) 46.1 62.6 64.1 64.1 62.6 

時価ベースの自己資本比率(％) 26.8 34.6 29.6 34.8 31.6 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(年) 2.8 0.2 0.2 0.1 0.1 

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) 8.3 99.6 79.1 248.7 213.0 
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２．経営方針 

(1) 会社の経営の基本方針 

当社は、「スピードと創意、そして対話を何よりも重んじ、明るく活力のあるチャレンジ精神に溢れた会社」を

経営の基本とし、情報通信、印刷システム、電子計測の各事業分野で、お客様の多様なニーズにお応えすべく、個

性的で品質の優れた商品及びサービスの提供を通じて、社会の進歩発展に貢献することを基本理念とします。 

  

(2) 目標とする経営指標・中長期的な会社の経営戦略と対処すべき課題 

当社グループでは、当連結会計年度より新中期経営計画「ＷＩＮＧ２０１５～飛躍への挑戦～」を策定し、平成

28年３月期には連結売上高28,000百万円、連結営業利益500百万円の達成を目指すこととしました。この中計におい

ては、現在挑戦中でありますパワーエレクトロニクス計測、デジタルラベル印刷機、エネルギー／セキュリティ／

ライフサポート、クラウドサービスの新規分野の確立を基本方針とし、海外展開の強化やストックビジネスの基盤

作りなど、将来への布石となる施策にも注力してまいります。 
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３．連結財務諸表 

(1) 連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円)

                    前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成26年３月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 6,811 6,531 

    受取手形及び売掛金 5,687 6,280 

    有価証券 1,998 199 

    商品及び製品 1,015 1,078 

    仕掛品 743 502 

    原材料及び貯蔵品 1,693 1,882 

    繰延税金資産 33 35 

    その他 337 241 

    貸倒引当金 △12 △6 

    流動資産合計 18,308 16,746 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 1,837 3,016 

      機械装置及び運搬具（純額） 210 828 

      工具、器具及び備品（純額） 379 555 

      土地 1,055 1,127 

      リース資産（純額） 32 20 

      建設仮勘定 687 0 

      有形固定資産合計 4,201 5,548 

    無形固定資産     

      のれん 71 26 

      ソフトウエア 834 818 

      その他 61 68 

      無形固定資産合計 967 913 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 1,130 1,585 

      長期貸付金 13 9 

      投資不動産（純額） 2,178 2,146 

      繰延税金資産 46 44 

      その他 442 1,480 

      貸倒引当金 △76 △64 

      投資その他の資産合計 3,733 5,201 

    固定資産合計 8,903 11,664 

  資産合計 27,211 28,411 
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                      (単位：百万円)

                    前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成26年３月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 1,925 2,004 

    短期借入金 83 87 

    リース債務 20 18 

    未払金 687 634 

    未払費用 439 401 

    未払法人税等 91 129 

    賞与引当金 653 662 

    役員賞与引当金 18 17 

    製品保証引当金 375 452 

    その他 285 264 

    流動負債合計 4,580 4,672 

  固定負債     

    長期借入金 45 36 

    リース債務 25 29 

    繰延税金負債 842 1,083 

    退職給付引当金 3,307 － 

    退職給付に係る負債 － 3,883 

    その他 831 742 

    固定負債合計 5,053 5,774 

  負債合計 9,633 10,447 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 6,025 6,025 

    資本剰余金 6,942 6,942 

    利益剰余金 4,796 5,264 

    自己株式 △189 △190 

    株主資本合計 17,574 18,041 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 132 261 

    為替換算調整勘定 △274 △197 

    退職給付に係る調整累計額 － △307 

    その他の包括利益累計額合計 △142 △243 

  少数株主持分 145 165 

  純資産合計 17,577 17,963 

負債純資産合計 27,211 28,411 
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(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

(連結損益計算書) 

 

                    (単位：百万円)

                    前連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 24,296 25,275 

売上原価 14,137 15,022 

売上総利益 10,158 10,252 

販売費及び一般管理費 10,434 10,185 

営業利益又は営業損失（△） △275 67 

営業外収益     

  受取利息 17 24 

  受取配当金 27 28 

  不動産賃貸料 113 221 

  その他 195 122 

  営業外収益合計 353 395 

営業外費用     

  支払利息 7 6 

  不動産賃貸費用 53 117 

  為替差損 23 23 

  その他 33 27 

  営業外費用合計 117 175 

経常利益又は経常損失（△） △39 287 

特別利益     

  投資有価証券売却益 49 － 

  補助金収入 19 655 

  特別利益合計 69 655 

特別損失     

  固定資産除却損 36 14 

  投資有価証券売却損 15 － 

  特別退職金 16 － 

  和解金 91 － 

  特別損失合計 160 14 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△） 

△130 929 

法人税、住民税及び事業税 95 134 

法人税等調整額 △378 204 

法人税等合計 △282 338 

少数株主損益調整前当期純利益 152 590 

少数株主利益 7 23 

当期純利益 144 566 
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(連結包括利益計算書) 
 

                      (単位：百万円)

                    前連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 152 590 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 131 128 

  為替換算調整勘定 100 77 

  その他の包括利益合計 231 206 

包括利益 383 796 

（内訳）     

  親会社株主に係る包括利益 376 772 

  少数株主に係る包括利益 7 23 
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(3) 連結株主資本等変動計算書 

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日) 

  

  

 

(単位：百万円)

  
株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 6,025 6,942 4,651 △49 17,570 

当期変動額   

当期純利益  144  144 

剰余金の配当  －  － 

自己株式の取得  △140 △140 

株主資本以外の項目 
の当期変動額（純額) 

  

当期変動額合計 － － 144 △140 4 

当期末残高 6,025 6,942 4,796 △189 17,574 
 

  

  

その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 その他有価証
券評価差額金 

為替換算 
調整勘定 

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括 
利益累計額合計

当期首残高 1 △375 － △374 138 17,334 

当期変動額     

当期純利益     144 

剰余金の配当     － 

自己株式の取得     △140 

株主資本以外の項目 
の当期変動額（純額) 

131 100 － 231 7 238 

当期変動額合計 131 100 － 231 7 243 

当期末残高 132 △274 － △142 145 17,577 
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当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日) 

  

  

 

(単位：百万円)

  
株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 6,025 6,942 4,796 △189 17,574 

当期変動額   

当期純利益  566  566 

剰余金の配当  △98  △98 

自己株式の取得  △1 △1 

株主資本以外の項目 
の当期変動額（純額) 

  

当期変動額合計 － － 467 △1 466 

当期末残高 6,025 6,942 5,264 △190 18,041 
 

  

  

その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 その他有価証
券評価差額金 

為替換算 
調整勘定 

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括 
利益累計額合計

当期首残高 132 △274 － △142 145 17,577 

当期変動額     

当期純利益     566 

剰余金の配当     △98 

自己株式の取得     △1 

株主資本以外の項目 
の当期変動額（純額) 

128 77 △307 △101 20 △80 

当期変動額合計 128 77 △307 △101 20 385 

当期末残高 261 △197 △307 △243 165 17,963 
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書 
 

                      (単位：百万円)

                    前連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  
税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△） 

△130 929 

  減価償却費 930 900 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △173 △18 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 172 － 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 266 

  受取利息及び受取配当金 △45 △52 

  支払利息 7 6 

  投資有価証券売却損益（△は益） △34 － 

  補助金収入 △19 △655 

  売上債権の増減額（△は増加） 682 △582 

  たな卸資産の増減額（△は増加） 101 5 

  仕入債務の増減額（△は減少） 183 71 

  その他 182 △8 

  小計 1,858 862 

  利息及び配当金の受取額 47 80 

  利息の支払額 △7 △6 

  法人税等の支払額 △111 △103 

  補助金の受取額 19 655 

  その他 △16 △91 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 1,791 1,395 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有価証券の取得による支出 △2,999 △899 

  有価証券の償還による収入 3,000 2,700 

  有形固定資産の取得による支出 △1,091 △1,751 

  無形固定資産の取得による支出 △314 △400 

  投資有価証券の取得による支出 △1 △301 

  投資有価証券の売却による収入 116 － 

  貸付金の回収による収入 1 98 

  定期預金の預入による支出 △107 △2,036 

  定期預金の払戻による収入 43 1,220 

  投資不動産の取得による支出 △2,199 － 

  その他 22 △25 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △3,530 △1,397 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  配当金の支払額 △0 △97 

  その他 △165 △31 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △165 △128 

現金及び現金同等物に係る換算差額 47 34 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,857 △95 

現金及び現金同等物の期首残高 7,341 5,483 

現金及び現金同等物の期末残高 5,483 5,387 
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

  

該当事項はありません。 

  

  

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項) 

  

１．連結の範囲に関する事項 

(1) 連結子会社の数    11社 

主要な連結子会社の名称 

福島岩通㈱、電子化工㈱、岩通販売㈱、Iwatsu (Malaysia) Sdn. Bhd.、岩通ソフトシステム㈱、東通工

業㈱、㈱岩通Ｌ＆Ａ、岩通計測㈱、メディアコンフォート㈱、㈱Lee.ネットソリューションズ、電通サービ

ス㈱ 

  

(2) 主要な非連結子会社の名称 

岩通香港有限公司 

連結の範囲から除いた理由 

非連結子会社は小規摸であり、合計の総資産、売上高、当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持

分に見合う額)等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためです。 

  

２．持分法の適用に関する事項  

(1) 持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の数    0社 

  

(2) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のうち主要な会社等の名称 

岩通香港有限公司 

持分法を適用していない理由 

持分法を適用していない非連結子会社は、当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)

等に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないためです。 

  

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しています。 

  

４．会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

①  有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定) 

時価のないもの 

移動平均法による原価法 

②  たな卸資産 

主として移動平均法に基づく原価法(貸借対照表価額は収益性低下による簿価切下げの方法により算定) 
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

①  有形固定資産(リース資産を除く) 

定額法を採用しています。 

なお、主な耐用年数は次のとおりです。 

建物及び構築物    ３～50年 

②  無形固定資産(リース資産を除く) 

定額法を採用しています。 

なお、主な耐用年数は次のとおりです。 

ソフトウエア      ３～５年 

③  リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しています。 

  

(3) 重要な引当金の計上基準 

①  貸倒引当金 

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しています。 

②  賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しています。 

③  役員賞与引当金 

役員賞与の支出に備えて、当連結会計年度における支給見込額に基づき計上しています。 

④  製品保証引当金 

無償保証期間中の修理に備えるため、将来発生する修理見積額を計上しています。 

  

(4) 退職給付に係る会計処理の方法 

①  退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は、期間定額基準によっています。 

②  数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法 

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数(11年)による定額法により費用

処理しています。 

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数(11年)

による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しています。 

  

(5) 重要な収益及び費用の計上基準 

完成工事高の計上基準 

当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準(工事

の進捗率の見積りは原価比例法)、その他の工事については工事完成基準を適用しています。 

  

(6) 重要なヘッジ会計の方法 

①  ヘッジ会計の方法 

為替予約が付されている外貨建金銭債権債務について、振当処理を行っています。 

②  ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段…為替予約 

ヘッジ対象…外貨建金銭債務 

③  ヘッジ方針 

外貨建取引の為替相場の変動リスクを回避する目的で為替予約取引を行っており、ヘッジ対象の識別は個

別契約ごとに行っています。 

④  ヘッジの有効性評価の方法 

為替予約の締結時に、外貨建てによる同一金額で同一期日の為替予約をそれぞれ振り当てているため、そ

の後の為替相場の変動による相関関係は完全に確保されているので決算日における有効性の評価を省略して

います。 

  

(7) のれんの償却方法及び償却期間 

５年間で均等償却しています。 
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(8) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、要求払預金及び取得日から３か月以内に満期日の到来する流動性の高い、かつ、価値の変動する

おそれのほとんどない預貯金です。 

  

(9) その他連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

①  消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっています。 

②  連結納税制度の適用 

連結納税制度を適用しています。 

  

  

(会計方針の変更) 

  

１．会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更 

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。)

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。)を、当連結会計年度末より適用し(ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適

用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。)、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る

負債として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計

上しました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連

結会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減し

ています。 

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が3,883百万円計上され、その他の包括利益累計

額が307百万円減少しています。 

また、当連結会計年度の１株当たり純資産額が、3.12円減少しています。 

  

２．会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更 

当社及び国内連結子会社は、有形固定資産(リース資産を除く)の減価償却方法について、従来定率法(ただ

し、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備は除く)は定額法)を採用していましたが、当連結会計

年度より定額法に変更しています。 

この変更は、工場機能再配備計画に伴う新規工場棟の建設や太陽光発電所の設立等の設備投資を契機に有形固

定資産の使用状況の見直しを行った結果、使用期間にわたって安定的な使用が見込まれることから定額法による

費用配分がより適切であると判断したためです。 

これにより、従来の方法と比べて、当連結会計年度の営業利益が223百万円、経常利益及び税金等調整前当期

純利益が226百万円それぞれ増加しています。 
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(セグメント情報) 

  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。 

当社は、製品・サービス別の事業部又は事業子会社を置き、それぞれ取り扱う製品・サービスについて国内及

び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。 

したがって、当社は製品・サービス別セグメントから構成されており、「情報通信事業」、「計測事業」及び

「印刷システム事業」の３つを報告セグメントとしています。 

「情報通信事業」は、情報通信機器の製造販売をしています。「計測事業」は、計測機器の製造販売をしてい

ます。「印刷システム事業」は、印刷関連機器の製造販売をしています。 

(報告セグメントの変更に関する事項) 

当連結会計年度より、情報通信事業及びＩＴＮＳ事業について、両事業にまたがる案件が増加する傾向にある

ことから、これらを統合する組織変更を行いました。これに伴い、「ＩＴＮＳ事業」を「情報通信事業」に含め

ています。 

また、当連結会計年度より、従来の「製版事業」から「印刷システム事業」へとセグメント名称を変更してい

ます。 

なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分により作成しています。 

  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載とおおむね同一です。 

(セグメント損益の算定方法の変更) 

当社及び国内連結子会社は、有形固定資産(リース資産を除く)の減価償却方法について、従来定率法(ただ

し、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備は除く)は定額法)を採用していましたが、当連結会計

年度より定額法に変更しています。 

これにより、従来の方法と比べて、当連結会計年度のセグメント利益が「情報通信事業」で151百万円、「計

測事業」で14百万円、「印刷システム事業」で31百万円それぞれ増加し、セグメント損失が「その他」で８百万

円減少しています。 
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日)  

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンポーネント事業等を含ん

でいます。 

２．調整額は、以下のとおりです。 

(1) セグメント損益の調整額△1,329百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,329百

万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。 

(2) セグメント資産の調整額10,617百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産10,617百万

円が含まれています。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金です。 

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額95百万円は、本社部門の設備投資額です。 

３．セグメント損益は、連結損益計算書の営業損益と調整を行っています。 

  

当連結会計年度(自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日)  

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンポーネント事業等を含ん

でいます。 

２．調整額は、以下のとおりです。 

(1) セグメント損益の調整額△1,346百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,346百

万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。 

(2) セグメント資産の調整額10,023百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産10,023百万

円が含まれています。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金です。 

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額332百万円は、本社部門の設備投資額です。 

３．セグメント損益は、連結損益計算書の営業損益と調整を行っています。 

  

  

 

          (単位：百万円)

  
報告セグメント その他 

(注１) 
調整額 
(注２) 

連結財務諸表
計上額(注３)情報通信 計測 印刷システム

売上高             

外部顧客への売上高 16,897 2,118 4,113 1,166 － 24,296 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － － 

計 16,897 2,118 4,113 1,166 － 24,296 

セグメント利益又は損失(△) 875 △4 470 △287 △1,329 △275 

セグメント資産 11,565 1,267 3,056 704 10,617 27,211 

その他の項目             

減価償却費 564 51 135 23 134 909 

のれんの償却額 38 － 8 － － 46 

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額 

1,148 66 141 22 95 1,473 
 

          (単位：百万円)

  
報告セグメント その他 

(注１) 
調整額 
(注２) 

連結財務諸表
計上額(注３)情報通信 計測 印刷システム

売上高             

外部顧客への売上高 18,304 1,971 3,962 1,036 － 25,275 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － － 

計 18,304 1,971 3,962 1,036 － 25,275 

セグメント利益又は損失(△) 1,200 37 423 △248 △1,346 67 

セグメント資産 13,077 1,316 3,298 695 10,023 28,411 

その他の項目             

減価償却費 617 31 97 27 92 866 

のれんの償却額 38 － 6 － － 45 

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額 

1,602 56 156 30 332 2,177 
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(１株当たり情報) 

  

１．１株当たり純資産額  

  

２．１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎  

(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。 

  

  

(重要な後発事象) 

  

該当事項はありません。 

  

  

 

項目 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

１株当たり純資産額 176.66円 180.39円 
 

項目 
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額 1.45円 5.74円 

 (算定上の基礎)     

  当期純利益(百万円) 144 566 

  普通株主に帰属しない金額(百万円) － － 

  普通株式に係る当期純利益(百万円) 144 566 

  普通株式の期中平均株式数(株) 100,008,477 98,673,986 
 

－ 18 －

岩崎通信機㈱　(6704)　平成26年３月期　決算短信



４．その他 

(1) 役員の異動 

①  代表者の異動 

該当事項はありません。 

②  その他の役員の異動(平成26年６月27日付予定) 

ａ．新任取締役候補 

取締役(社外) 中島
なかじま

 秀之
ひでゆき

 

ｂ．新任監査役候補 

常勤監査役 杉嵜
すぎざき

 隆志
たかし

(現 岩通ソフトシステム株式会社代表取締役社長) 

ｃ．退任予定監査役  

常勤監査役 大工原
だいくはら

 博
ひろし

 

 

(2) 役員の体制(平成26年６月27日付予定) 

代表取締役社長 近藤
こんどう

 恒男
つねお

 

取締役 中山
なかやま

 久男
ひさお

 

取締役 西戸
にしど

 徹
とおる

 

取締役 龍 崎
りゅうざき

 正司
まさし

 

取締役 近藤
こんどう

 雄司
ゆうじ

 

取締役(社外) 中島
なかじま

 秀之
ひでゆき

 

常勤監査役 山本
やまもと

 修
おさむ

 

常勤監査役 杉嵜
すぎざき

 隆志
たかし

 

監査役(社外) 藤田
ふじた

 陽一
よういち

 

監査役(社外) 橋本
はしもと

 孝三
たかみ

 

監査役(社外) 中嶋
なかじま

 登喜雄
と き お
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